
令和４年度（2022年度）第２回

マイスター・ハイスクール
運 営 委 員 会

北海道厚岸翔洋高等学校
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説明内容

I. １年目の事業経過

II. これまでの成果と課題

III. 今後の取組
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① 事業全体 に関して

② 水産資源・漁家経営の持続化 に関して

③ 地域産業の持続化 に関して
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つ
の
観
点



１年目の事業経過

 本校が目指す到達目標 ［☆３年後 ★長期的］

☆ 持続可能な地域の水産業の創り手（マリン･イノベーター）

の育成を図る教育活動の実施方法・体制の構築

☆ 地域の産業界（漁業・食・観光関連）との協働体制の構築

★ 漁業・食・観光の分野での地域創生の担い手を本校より輩出

★ 漁業・食・観光等の地域産業の持続的な成長と地域創生の実現
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スマート水産業を牽引
厚岸産水産物の高付加価値化を推進

キーパーソン



１年目の事業経過

本校が目指す到達目標
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項 目 目指す到達目標 ［☆３年後 ★長期的］

水産資源の
持続化

☆ 地域に即した、スマート化による「海洋環境・水産資源の可視化」
の手法と、取得データの活用による水産資源の評価・管理の手法を
生徒に習得させる方法の確立

★ データを活用した持続可能な資源管理型の地域漁業の実現

漁家経営の
持続化

☆ 地域に即した、スマート化による操業の省力化・効率化・低コスト
化の手法を生徒に習得させる方法の確立

★ 「競争から協調する漁業へ」への地域漁業者の理解の深化
★ 地域漁業の省力化・効率化・低コスト化の実現
★ 熟練地域漁業者の知識や経験の電子データ化
★ 地域漁業の生産性・所得・魅力の向上と担い手の維持・確保

地域産業の
持続化

☆厚岸産水産物の高付加価値化の手法を生徒に習得させる方法の確立
☆ 厚岸地域の水産資源の魅力化・高付加価値化・新たな商品化の実現
★ 地域産業の持続的な成長による地域創生の実現



１年目の事業経過

本校が目指す到達目標
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項 目 目指す到達目標 ［☆３年後 ★長期的］

教育課程の
刷新

☆ 学校設定科目「スマート水産」の履修開始
☆ 海洋資源科 教育課程の見直し
★ 学校設定科目「スマート水産」の内容等の評価・改善

その他

☆ 研究成果報告会の開催（研究成果の全国への普及）
☆ スマート水産・厚岸産水産物の高付加価値化に関する

取組（学習活動）の継続実施体制の確立
★スマート水産・厚岸産水産物の高付加価値化に関する

取組（学習活動）の継続実施



１年目の事業経過 【全体】

校内体制
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役 割 担 当 備 考

マイスター・ハイスクールＣＥＯ 和田雅昭 （公立はこだて未来大学教授） 全体統括、指導助言

産業実務家教員 安藤義秀 （厚岸観光協会事務局長） 企画、技術指導、助言

管理、統括 福田雅人 校長

渉外、調整 柴田耕一郎 教頭

企画運営、庶務 鶴岡 理 海洋資源科学科長

運営【水産資源の持続化に向けた取組】 飯田直登、山本健太郎、中川雅晴
海洋資源科
教諭・実習助手

運営【漁家経営の持続化に向けた取組】 籾山智哉、松川道義、近藤暖起

運営【地域産業の持続化に向けた取組】 阪本貴亮、田宮佑樹、髙井美誉

財務、会計 事務長



１年目の事業経過 【全体】

ＣＥＯとの打合せ等
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回 実施日
場所／方

法
打 合 せ 内 容 等

① 5/17(火) 本校
運営委員会、フィールドワーク（実習海域確認）、教員研修
ＩＣＴの導入計画について、今後の打合せの実施方法について

② 5/30(月) ZOOM 購入機器等について、漁協水揚げデータの取得について

③ 6/20(月) ZOOM 海洋観測について、漁船モニタリングについて

④ 7/  8(金) ZOOM 海洋観測について、漁船モニタリングについて

⑤
7/28(木)

7/29(金)
本校

流速・塩分・水温センサー設置作業、アサリ養殖場視察、
漁協との意見交流、今後の進め方について

⑥ 9/  5(月) ZOOM 海洋観測について、アサリ養殖について、購入機器等について

⑦ 10/3(月) ZOOM 流速・流向データについて、漁業者との打合せについて、

⑧ 10/17(月) ZOOM



１年目の事業経過 【全体】

産業実務家教員による実習指導等
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回 実施日/担当時数 担当科目等

① 6/ 1(水) ／ 1時間 実習準備等

② 6/ 6(月) ／ 2時間 3年 課題研究

③ 6/13(月) ／ 2時間 3年 課題研究

④ 6/23(木) ／ 2時間 3年 漁業

⑤ 6/24(金) ／ 1時間 3年 漁業

⑥ 7/20(水) ／ 2時間 3年 課題研究

⑦ 7/22(金) ／ 1時間 3年 課題研究

⑧ 7/28(木) ／ 3時間 3年 総合実習

回 実施日/担当時数 担当内容

⑨ 7/29(金) ／ 3時間 3年 総合実習

⑩ 9/12(月) ／ 1時間 3年 課題研究

⑪ 10/6(木) ／ 2時間 3年 課題研究

⑫ 10/19(水)／2時間 3年 課題研究

⑬

⑭

⑮

⑯



１年目の事業経過 【全体】

第１回運営委員会 ［5月17日］

スマート水産に関する職員研修 ［5月17日］

【講師：和田CEO】

海洋資源科 1～3年生への本事業の説明 ［6月］

「達成目標」に対する生徒アンケート ［6月］
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１年目の事業経過 【全体】

ジャパン インターナショナルシーフードショー

「ｽﾏｰﾄ水産業」ﾌﾞｰｽへの共同出展・職員派遣 ［8月］

地域漁業関係者への説明・意見交流
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【共同出展団体】
(株)ｱｲｴﾝﾀｰ、(株)ｴｲﾑ、(株)ｾﾞﾆﾗｲﾄﾌﾞｲ、公立はこだて未来大学、日本事務器(株)

鳥羽商船高等専門学校・ｴｻﾞｷﾗﾎﾞ（株）、舞鶴高専まいづる未来の海づくりﾁｰﾑ
みらいﾏﾙｼｪ(株)、Upside合同会社、北海道厚岸翔洋高等学校

 厚岸漁協との打合せと意見交流（本校職員） ［6月］

 厚岸漁協との意見交流（CEO、本校職員） ［7月］

 アサリ 養殖場視察・漁業者と意見交流（CEO、本校職員）［7月］

 厚岸漁協との打合せと意見交流（本校職員） ［10月］



１年目の事業経過
【水産資源･漁家経営の持続化】

「海洋環境の可視化」「水産資源の可視化」
に向けたICTの導入
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 小型実習船に マイクロキューブを設置

 小型実習船に サテライトコンパスを設置

 塩分・水温センサーブイを 厚岸港内に設置

 流速・水温センサーブイを 厚岸港外に設置

 レンタルサーバー 契約、iPad 購入
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スマートブイの設置作業

スマートブイからのデータを
スマートフォン等でリアルタ
イムに確認することが可能に

【左】流速・水温（港外）
【右】塩分・水温（港内）



13

釧路新聞
令和４年（2022年）7月31日
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北海道新聞 電子版
令和４年（2022年）8月22日



１年目の事業経過
【水産資源･漁家経営の持続化】

スマートブイから得られた海洋観測データ

の解析に関する学習活動 ［9月］

カキ養殖、刺網漁業等へのデータ活用に

関する学習活動 ［9月］
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１年目の事業経過
【地域産業の持続化】

外部講師による授業 ［9月］

「地場産の栄養的価値と高付加価値化について」

釧路短期大学生活科学科 教授 山﨑 美枝 氏

講師 諸橋 京美 氏

職員視察研修（三笠高校） ［9月］
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１年目の事業経過
【地域産業の持続化】

厚岸産水産物の新たな料理レシピの開発
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「全国豊かな海づくり大会」公式弁当 レシピ開発

❑ カキのオイスターソース炒め ❑ 塩昆布入りだし巻き卵

❑ オイスター塩からあげ ❑ あさりと昆布の佃煮

❑ カキの時雨煮入り卵焼き ❑ ロールサンマ（サンマとシソの焼き物）

❑ ホタテのチーズサンドフライ ❑ エビのピカタ

❑ ホタテのオイスターソース炒め ❑ サンマの梅煮

❑ カキ袋（油揚げ包み煮） ❑ じゃこと葉野菜の酢の物寒天

【試作メニュー 12品】
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１年目の事業経過
【地域産業の持続化】

厚岸産水産物の新たな料理レシピの開発
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「ご当地！絶品うまいもん甲子園」応募レシピ開発

【応募メニュー】

❑ つぶつぶクリームパイ ［食材：カキ、エビ、ツブ］

❑ アッケバブ ［食材：カキ、コンブ］
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つぶつぶクリームパイ

使用したご当地食材
カキ、エビ、ツブ

アッケバブ

使用したご当地食材
カキ、コンブ



１年目の事業経過
【地域産業の持続化】

厚岸産水産物の新たな料理レシピの開発
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ＳＴＶ×ほっかいどう水産高校コラボ企画
「アイデアレシピコンテスト」 応募レシピの開発

【応募メニュー】

❑ オガリバプレート［ｵｲｽﾀｰ × ｶﾞｰﾘｯｸ × ﾊﾞﾀｰ］

❑ 厚岸の恵みピッツア
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オガリバプレート

使用したご当地食材
カキ、コンブ

厚岸の恵みピッツア

使用したご当地食材
カキ、アサリ、チーズ

ホッカイシマエビ



１年目の事業経過
【地域産業の持続化】

未利用資源や混獲生物の有効活用と商品化
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３年「課題研究」での研究・開発

❑ アメマスの有効利用に関する研究 ［揚げかまぼこの製造］

「NoMaps 釧路･根室2022 高校生ビジネス･コンペティション」

地方創生プラン部門に応募



これまでの成果と課題 【全体】

「達成目標」に対する生徒アンケート結果 ［6月］
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項 目 目標 1年 2年 3年 全体

１ 地域に魅力を感じ愛着を持っている 80％ 75% 60% 94% 77%

２ 地域課題を発見し、解決に向け多面的に考え行動できる 80％ 25% 7% 56% 30%

３ 将来、地域のために貢献したいと考え、行動できる 80％ 63% 27% 69% 53%

４ 様々な産業人との交流を通し、自身の進路を考えている 80％ 50% 67% 88% 68%

５ 希望進路に関連した資格取得に取り組んでいる 80％ 56% 60% 56% 57%

６ ＩＴやＩＣＴの役割を理解し、活用できる 80％ 75% 60% 94% 77%

７ 卒業後、漁業や調理など地域の主要産業に就職したい 66％ 75% 80% 56% 70%

【調査対象】 海洋資源科 1年生：16名 2年生：15名 3年生：16名

肯定的回答をした者の割合



これまでの成果と課題 【全体】

「達成目標」に対する生徒アンケート結果 ［6月］
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1年 2年 3年 全体

１ 社会人・職業人としての基礎となる知識・技術 50% 67% 56% 57%

２ コミュニケーション力 63% 67% 81% 70%

３ 協働する力 88% 80% 88% 85%

４ 自己管理力 94% 80% 75% 83%

５ 思いやり 94% 93% 88% 91%

６ 思考力 81% 87% 94% 87%

７ 道徳心 94% 73% 75% 81%

８ 自己肯定感 81% 80% 94% 85%

【調査対象】 海洋資源科 1年生：16名 2年生：15名 3年生：16名

身に付いていると思う者の割合
育成を目指す資質・能力



これまでの成果と課題
【水産資源･漁家経営の持続化】

成果

① ｽﾏｰﾄﾌﾞｲでの海洋観測の意義の理解

［生徒 および 一部地域漁業者］

② ｽﾏｰﾄ水産への理解と関連企業等との連携［職員］
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これまでの成果と課題
【水産資源･漁家経営の持続化】

課題

① スマート水産に関する職員の理解の深化

② 地域漁業者との協働体制の構築

● 地域漁業者に対する 本事業 および ｽﾏｰﾄ水産への

理解啓発

● 地域漁業者との意見交換 等
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これまでの成果と課題
【地域産業の持続化】

成果

① 水産物の栄養的価値や地元食材に対する

関心・理解の高揚 ［生徒］

② 地域への愛着や貢献意識の高揚 ［生徒］
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これまでの成果と課題
【地域産業の持続化】

課題

① 開発メニュー・レシピの改良

② 商品化・実用化に向けた企業等との連携

● 厚岸漁協との連携

● 厚岸町商工会との連携

● 厚岸観光協会との連携

●（株）厚岸味覚ﾀｰﾐﾅﾙ・コンキリエとの連携
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今後の取組 【全体】

地域漁業者への説明、地域漁業者との意見交換

外部講師等による授業 （テーマ・講師はすべて案段階のもの）

【テーマ】

「厚岸町未来創生総合戦略」「厚岸の水産業の現状と展望」

「厚岸の漁業・食・観光」「地域の将来を考えるワークショップ」

【講師】

ＣＥＯ、産業実務家教員、厚岸町職員、厚岸町商工会職員
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今後の取組【水産資源･漁家経営の持続化】

有害ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ検出ｾﾝｻｰ 設置による赤潮のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

カキ・アサリ養殖のスマート化の検討

刺網実習における漁獲記録と航跡情報のデジタル化

漁労作業の効率化・安全化に向けた実習映像の活用

ドローン導入の検討・準備

外部講師等による授業・職員研修（講師はすべて案段階のもの）

【講師】CEO、北大臨海実験所、釧路水試、普及指導所、標津ｻｰﾓﾝ科学館など
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今後の取組 【地域産業の持続化】

開発メニュー・レシピの改良

商品化・実用化に向けた企業等との連携

● 厚岸漁協との連携

● 厚岸町商工会との連携

● 厚岸観光協会との連携

●（株）厚岸味覚ﾀｰﾐﾅﾙ・コンキリエとの連携

外部講師による授業 （テーマ・講師はすべて案段階のもの）

●「食品加工に関して」【講師：釧路水試、食品関連企業 など】
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